
ご)国とのDJi文字をとった。(森悌~m

ほうひほんせん 豊肥本線 鹿児島木線熊本以から出て東北

方に進み， 阿蘇山の北側1Iを通って大分県に入り，竹聞を過ぎて

北に折れ， 日立本線大分釈に至る 148 km の線。線路等級は丙

縦である。

大正 3 ・ 6 熊本 ・ 肥後大津間開通宮地I1盗 {史総と呼称，大正 7 ・ 1

宮地までIJIE並， ま た大正 3 ・ 4 大分 ・ 中判国間 IJ臼 illí，犬飼総と U手

称， 大正 14 ・ 11 玉来まで開通， 昭和 3 ・ 1 2 宮地 ・玉米間の開通に

よって両線全通，熊本 ・ 大分聞を立JI巴本線と "f'ぶこととしたも

のである。この線は久大本線と ともに九州を横断する線の l つ

であり ， 阿蘇登山 ノレ ー トとして著名である。(議悌寿)

!まおんゆそう 保温輸送 冬期限1冷政111によ っ て， 111 内の淑

lJ'tを低下させないで輸送するこ と をしづ。冷紋11ïは構造上外気

をしぞ断してあるので， 夏!UJ聞は冷媒高11を使用して冷民主輸送を

行い， 冬期はi並に外気の寒気から保護して保温紛送を行うので

ある。冬期~~~地滑に発1守する生来物， 生野菜， びん訪澗類，

消Fil飲料水等は保視輸送をする こと が望まし L 、。最近北海道産

の，I;~鈴 し ょについても，厳寒1切に保弘1輸送をするため試験輸送

を実施したがまだ一般に曽及されていない。(平井隆三)

ポーカ (英) poker 1，、わゆる火(灰)かき俸の 1 極であり，石炭

や鳥H世害事を燃料と する蒸気機関車 ・ 暖房事およびすえ付ポイラ

等の火床盤国!の際， 火床をかきならしたり ， クリ γ ヵその他の

かたまりを火室外に排除する役目をするほか， 火床から落下し

て灰箱内にたまった灰殺を，外部へ排出させる周をする。鉄丸

絡を L字形にしてさらに加工したもので， 両手または片手で取

扱うことができる。ふつう SS 4 1 材でつくられている。これは

動力11ï とう 11主用品取扱手続に定められた蒸気殴|英l車および暖房

平の付属探共の l つで， jJÎj者には火1iR而m2 m ' 以下は 1 丁でそ

れ以上の も のには大および小各 1 丁を と う 11賞することになって

いる。

蒸気機関111お よ び暖房車等は五li転中も支障な く 使用できるよ

うに，その長さを火床間僚に応じて蒸気後|刻111では2，700 ， 2,400 

および l，500 mm の 3 極tこ ， 暖房事用は 2，200 および 1，700 mm

の 2 緩類となっている。もちろん， とう載用以外のものには笑

際作業に便利な適当な長さのものがある。(伴野郎夫)

ほかようたん係火用炭機関11ïが俄|主l区内で滞泊または駐泊

している際に， つぎの仕事で出区するときに必裂とする缶庄(か

んあっ) ， 缶水 (8 分目)を保持するために使用する石炭をL 、う。

現在国鉄において保火用炭として消政されている石炭は，年|首]

において巡i!ii;m石段の 5-6 % ， 数 iIJ:にして 277 千 t であり ，機

関1111 筒 111寺IMl 当りの使用宣は，機関車形式およびその部泊，

または駐泊時間によって異なるが， つぎの消'l'(iIJ:をもって標準

とされている。

C 61, D 52 50 kg/h 

C 57, D 51 45 kg/h 

C 58, 8600 40 kg/h (野村正義)

ほかん 保管 物品の/Jlt J診保持をはかること であり ， その極m，

t思:質， 形状， 数iii: ， 斤l途等に よ り ， その物に適応した適切な処

位をとり ， つねに普良な管!'J!者と しての注意を払い， その有m

!ilflfìfiを消滅または滅少させなし、よう にすること。この場合善良

な管理者としての注芯とは， 職業に応 じて一般人の能力として

客観的に要求されてよい程度の注意をし、う。

1 保管責任の帰属保管責任の発生， 移転および消滅は，

つぎに よ り区分している。

(1) 保管責任の発生

ア 購入契約に よ って ， 物品が持込まれたときは， 検査を終

ほかん

了したときから物品出納役または物品出納品の保管に入り ， 保

管}'(任を生ずる。

イ 生産， 製作， 発生， 発見または取得 した物品については，

生産し， 製作し， 発生し， 発見し，または取得したときから物

品出納役または物品l1\納員の保管に入り ， 保管rr任を生ずる。

ウ 前 2 号以外の司rEEIによる場合は !見品を受け と ったとき

から物品出納役または物品出納員の保管に入り ， 保管i!Z任を生

ずる。

(2) 保管i主任の移転

ア 物品出納役または物品出納負から他の物品出納役または

物品出納只に物品を送付したときは， 現品および送付苫が受領

者に到着したときをもって， 保管の帰属を区分し，到着前(倫

送J~J間を含む)の保管責任は， 発側の物品 /:H納役または物品出

納員に帰属し， !見品および送付告が受領者に到活したときに，

はじめて解除される。

イ 物riit 出納役から所属の物品m納員に物品を手渡す場合で，

送付書を作成しないときは， その物品を手ìJ.Qしたときをもって，

その責任の帰属を区分する。

ウ 物品出納役の交代の場合は， 7 1継ぎを行ったときをもっ

て，その責任の帰属を区分する。

エ 訪負人その他に物品を貸与し ， または交付した場合には，

物品を引i度したとき。

(3) 保管責任の消滅(物品出納役または物品l:H納員の)

ア 物品を売却した場合には， 現品全引波したとき。

イ 工事用品(日Iì品および消耗品を除く)を使用した場合には，

これを使用したとき。

ウ 物品亡失の場合には， その~l~突を発見したとき。

2 亡失tlHお 物品の亡失 ・ 損傷その他の事故を発見したと

きの取扱方

(1) 亡失J:rl iß報告訪の提出

ア 物♂出納役または物品出品~只は， jtj' Î'!長品処分の場合を除

いて ， 自己の保管または監督に以する物品の亡失 ・ 封l{j)jその他

の事故を発見したときは， すみやかにその11R凶および現状を調

査し，亡失釘傷報告告およびつぎに掲げる十HíH!:l類を作成し，

物品出納長または分任出納長にこれを提出する。

(力 罰百末お(てんまっしょ) (イ) 盗難事故と認められる場合

は， 所轄主主祭器または鉄道公安室の事実の説明H!i- または応出証

明古 (引 退失 ・ 紛失の場合も所館主主祭器の肌出証明治 (ヱ)

天災地変の場合は， rl1区 1 1fT村長または所踏段祭器の権災証明書

付) 犯非による場合は，犯人公訴の関係を証明する後祭器ある

いは検察庁の調むまたは裁判:;!干の謄本。

イ 亡失jlH拐報告訟の提出経路

(力 j狩i絞品の場合 分任出納長にあっては，その所以局所長

を経由して物品出納長に， 本社および本社付民俊関の物品w納

長にあ っては資材局長を経由して~~察局長に ， l'l!!方話器l刻(鉱業

所を除 く) :およひ・支社の地β機関の物品目i納長にあっては， 支

社長および資材局長を経由して監祭局長に， 鉱業所の物品出納

長にあ っ ては鉱業所長および資材局長を経由して監禁局長に，

それぞれ挺wする。

(イ)決算品の J$}合 本社および本社付属機|共同分任w納長に

あってはその所民局所長を，物品出納長にあっては資材局長を

経由して肢君主局長に ， 地方後l刻(鉱業所を除く)および支社の

地方線開の分任11\納長にあってはその所属局所長および支社長

を， 物品出納長にあっては支社長を経由 して監祭局長に， 鉱業

所の分任出納長および物品出納長にあっては鉱業所長を経由 し

てïi.î祭局長に， それぞれ提出する。
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